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■海外情報 
★IEA の⾃動⾞⽤先進燃料ニュースレター（2025 年 1 ⽉号） 

 
原⽂は、以下の URL を参照 

https://iea-amf.org/app/webroot/files/file/Newsletters/AMF%20Newsletter%20January%202025.pdf 
 
◆◆⽬ 次◆◆     ※は、本ニュースレターの抄訳記事 
 
○実証事業/プロジェクト/市場動向に関する情報 

※ブラジルの⽔素ハブ開発  
南⽶初の⽔素列⾞  
冬季のキャノーラをバイオマス原料として活⽤: バイエルとネステが協⼒  

※オフロード⽤の⽔素エンジンを開発  
ユーグレナ、HVO 51%ブレンドの次世代バイオディーゼル燃料を開発  
バイエル、カメリナ アセットを買収 

 
○政策/規則/指令/基準に関する情報 

※第 2 回アジアゼロエミッション共同体（AZEC）⾸脳会議  
※インドネシアは 2025 年に 1,560 万キロリットルのバイオディーゼルを配給することに署名 

 
〇船舶関連の注⽬ニュース 

※⽶国のクリーンポートプロジェクトに 30 億ドル拠出 
 

○航空関連の注⽬ニュース 
廃油やその他の原料からの SAF 製造開始後の進捗状況  
アルゼンチン初の SAF プラント  

※SAF 製造プラントの開発 
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○⼤型⾞関連の注⽬ニュース 
※燃料電池⾃動⾞が燃料無補給の最⻑⾛⾏距離記録を樹⽴ 

 
○公共交通に関する注⽬ニュース 

※メキシコの電気⾃動⾞に関する覚書 
 
○IEA AMF ニュース 

進捗中の AMF タスク 
※タスク 66 のウェビナーシリーズ 

 
○刊⾏物 

⽶国連邦政府機関が SAF グランド チャレンジ進捗報告書を発表  
※ブラジルで電気⾃動⾞とハイブリッド⾞が登場  

ASEAN ⽯油・ガス最新情報 2024  
正しい持続可能性の移⾏ ‒ コンセプトから実践へ  
EU 温室効果ガス インベントリ 1990〜2022 年およびインベントリ ドキュメント 2024  
ヨーロッパの動向と予測 2024  
バイオプラスチック⽤第 3 世代バイオマス: 包括的なレビュー  

※EU のバイオガスおよびバイオメタンのサプライチェーンにおけるメタン排出 
※クリーンエネルギー技術観測所の EU における先進バイオ燃料  

第 16 回世界向け IEEJ ウェビナー「IEEJ 展望 2025」  
※地球の限界を考慮した持続可能な消費パターン 

 
 
◆◆実証事業/プロジェクト/市場動向に関する情報◆◆ 
 
ブラジルの⽔素ハブ開発  
ブラジルの鉱⼭エネルギー省は、⾵⼒、太陽光、エタノール、
その他のバイオマスなど、さまざまな資源からの⽔素⽣産を含
む 12 の低炭素⽔素ハブプロジェクトを選定したことを発表し
た。各プロジェクトの⽣産能⼒は、年間で⽔素 1,000 トンから 
350,000 トンの規模である。これらのプロジェクトは、気候投
資基⾦ ‒ 産業脱炭素化プログラムからの競争的資⾦により⾏
われる。 
出典: https://brazilenergyinsight.com/2024/12/26/brazil-
mme-announces-the-selection-f-12-projects-for-the-creation-of-hydrogen-hubs/ 
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オフロード⽤⽔素エンジンの開発 
運輸部⾨の脱炭素化において、⼤型商⽤⾞とオフロード⽤機械の話題がますます前⾯に出てきてい
る。そのため、⾞両およびエンジンメーカー、部品メーカー、科学界は「PoWer」プロジェクトに参
加し、⽔素エンジンを建設および農業⽤に横断的に利⽤するための包括的調査を⾏っている。この
プロジェクトは MAHLE が主導している。その他のプロジェクトパートナーは、DEUTZ、KIT、ド
イツ航空宇宙センター（DLR）、Purem、Claas、Braunschweig ⼯科⼤学、Liebherr Nagel、Umicore、
NGK、Castrol である。このプロジェクトは 3 年間⾏われる予定で、ドイツ連邦経済気候保護省から
510 万ユーロの資⾦提供を受け、TÜV Rheinland がサポートしている。MAHLE がプロジェクト管
理を委託されている。 
出典: https://www.mahle.com/en/investor-relations/financial-news/consortium-led-by-mahle-
develops-hydrogen-engines-for-off-road-applications-106496 
 
◆◆政策/規則/指令/基準に関する情報◆◆ 

 
第 2 回アジアゼロエミッション共同体（AZEC）⾸脳会議  
この会議では AZEC パートナー国の⾸脳が、AZEC ⾸脳共同声明と次の 10 年間の⾏動計画を採択
した。共同声明では、AZEC パートナー国が、各国の状況に応じて多様で実⽤的な⽅法を通じてエ
ネルギー転換と脱炭素化を促進するための地域戦略の実施を加速することにより、世界の脱炭素化
に貢献する意志を再確認した。 さらに、⾸脳は、次の 3 つの柱で構成される次の 10 年間の⾏動計
画に同意した。（1）アジアにおける脱炭素化に貢献する活動を促進するためのルール策定などの
「AZEC ソリューション」の推進、（2）温室効果ガス排出量の多い分野での脱炭素化と排出削減の
取り組みの開始、（3）具体的なプロジェクトの推進。 

 
出典: https://www.mofa.go.jp/ic/ch/pageite_000001_00614.html 
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インドネシアは 2025 年に 1,560 万キロリットルのバイオディーゼル
を配給することに署名 
インドネシアのエネルギー鉱物資源⼤⾂は、1560 万キロリットルの
バイオディーゼルを 2025 年に配給する法令に署名し、業界には来⽉
末までに燃料の混合率を⾼めるよう求めた。世界最⼤のパーム油輸出
国であるインドネシアは、1 ⽉ 1 ⽇からバイオディーゼル燃料のパー
ム油混合率を現在の 35%から 40%に引き上げる義務化を計画してい
た。 
出典: https://www.reuters.com/markets/commodities/indonesian-
firms-get-1-12-months-implement-new-b40-biodiesel-mix-2025-01-
03/ 
 
◆◆船舶関連の注⽬ニュース◆◆ 
 
⽶国のクリーンポートプロジェクトに 30 億ドル拠出  
⽶国環境保護庁は、ゼロエミッションの機器とインフラの導⼊を⽀援するために、27 州にわたる 55
の申請者を選出し、約 30 億ドルを⽀給した。選出されたプロジェクトには、1,500 基を超える貨物
ハンドリング機械、1,000 台の貨物トラック、10 台の機関⾞、20 隻の船舶、さらには陸上電源シス
テム、バッテリーEV と⽔素⾃動⾞の充電および燃料供給インフラ、太陽光発電など、幅広いゼロエ
ミッションの港湾機械が含まれている。これらによる排出ガス削減量は、運⽤開始後 10 年間で 300
万トンを超える CO2、12,000 ショートトン（注：１ショートトンは 2,000 ポンド＝907.18kg）の
NOx、200 ショート トンの PM2.5 になると推定されている。 

 
出典:https://ngtnews.com/u-s-epa-chooses-55-applicants-for-nearly-3-billion-in-clean-port-funds 
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◆◆航空関連の注⽬ニュース◆◆ 
 
SAF 製造プラントの開発 
Avina Clean Hydrogen は、イリノイ州に年間 1 億 2,000 万ガロンの⽣産能⼒を持つ持続可能な航
空燃料⽣産施設を開発するために 8 億 2,000 万ドルを投資する。この施設は、イリノイ州南⻄部の
既存の鉄道およびパイプラインインフラを活⽤し、シカゴオヘア国際空港を含む中⻄部の主要空港
に SAF を効率的に配送できるようにする。このプラントでは、KBR の alcohol-to-jet 技術が使⽤さ
れる。これは、個々のアルコールまたはその混合物を脱⽔して⽣成するオレフィンの混合物にする
ことから始まる。⾼級オレフィンは飽和パラフィンを⽣成するが、⼀部は縮合して芳⾹族にして最
終製品と混合することができる。 
出典:https://www.greencarcongress.com/2024/12/20241227-avina.html 
 
◆◆⼤型⾞関連の注⽬ニュース◆◆ 
 
燃料電池⾃動⾞が燃料無補給の最⻑⾛⾏距離記録を樹⽴  
カミンズの Accelera は、⽔素燃料電池⼤型トラックの燃料無補給の最⻑⾛⾏距離のギネス世界記録
を樹⽴した。緊急対応業務⽤に設計された Kenworth T370 プロトタイプの H2Rescue トラックは、
カリフォルニア州中央部において 1 回の給油で 1,806 マイルの⾛⾏を⾏った。このトラックには
Accelera 燃料電池と 250 kW の駆動⽤モーターが搭載され、⾞載された⽔素の消費量は 168 キロ
グラムであった。重量約 33,000 ポンドのクラス 7 ⼤型試験⾞両は、Accelera、⽶国国⼟安全保障
省、⽶国エネルギー省、⽶国国防総省の協⼒により誕⽣した。このトラックは災害救援現場にさま
ざまなメリットをもたらし、燃料補給なしで最⼤ 72 時間、連邦緊急事態管理局のトレーラー 20 〜 
25 台に電⼒を供給し、避難所や住宅を⽀援することができる。 

 
出典:https://ngtnews.com/accelera-hydrogen-fuel-cell-vehicle-sets-record-for-longest-distance-
without-refueling 
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◆◆公共交通に関する注⽬ニュース◆◆ 
 
メキシコの電気⾃動⾞に関する覚書  
VinFast とメキシコの Durango ドライバー組合は、メキシコの Durango 市の旅客公共交通に VF 
5 電気⾃動⾞ 3,000 台と電気バス 300 台を購⼊する覚書に署名した。さらに、VinFast と組合は、
市内の個⼈および公共交通⾞両の両⽅のニーズを満たす充電インフラの設置で協⼒する。 
出典:https://www.automotiveworld.com/news-releases/vinfast-and-the-durango-drivers-union-
sign-strategic-mou-on-green-transition-of-public-transport-in-mexico/ 
 
◆◆IEA AMF ニュース◆◆ 
 
タスク 66 のウェビナーシリーズ 
タスク 66 ：“SAF 研究の最近の進展”の中⼼的な活動は、持続可能な航空燃料 （SAF）に関する最近
の研究活動に関するテーマ別のオンラインワークショップの開催であり、SAF の可能性とネットゼ
ロ⽬標に向けての SAF の排出削減貢献を実現することを⽬的としている。2025 年には、次のトピ
ックが計画されている。 

- ドロップインの混合されていない SAF およびブレンド率を最⼤ 100% まで可能な SAF 
- 実験とシミュレーションによる、混合燃料の調整、燃焼、安定性、排出ガスの形成に関連する製

造プロセスパラメータと望ましい最終⽤途特性の特定  
- SAF の研究開発、デモンストレーションプロジェクト、⽣産展開のモニタリング 
- SAF を使⽤する航空機のエンジン技術の現状と開発  

⽇付と接続の詳細は、タスク 66 の Web サイトと e メールで公開される。 
リンク: https://iea-amf.org/content/projects/map_projects/66 
 
◆◆刊⾏物◆◆ 
 
ブラジルで電気⾃動⾞とハイブリッド⾞が登場  
2021 年から 2024 年のブラジルにおけるバッテリー電気⾃動⾞（BEV）、プラグインハイブリッド電
気⾃動⾞（PHEV）、ハイブリッド電気⾃動⾞（HEV）の供給を分析した。2021 年第 1 四半期から
2024 年第 1 四半期にかけて、BEV の市場シェアは 0.1％から 3％に、PHEV のシェアは 0.4％から
2％に、HEV のシェアは 0.4％から 1.3％に増加した。2023 年にはこれらの⾞両の増加が加速し、
2024 年第 1 四半期には販売台数は全⾞両の 5％に達した。販売された BEV の平均価格は、主にコ
ンパクトカーと中型⾞の供給増加により、2023 年から 2024 年にかけて 46％下落した。 
出典:https://theicct.org/publication/evolucao-recente-do-mercado-brasileiro-de-veiculos-leves-a-
chegada-de-eletricos-e-hibridos-2021-2024-dec24/ 
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EU のバイオガスおよびバイオメタンのサプライチェーンにおけるメタン排出 
このレポートでは、バイオガスプラントからのメタン排出の状況に関する現在の知⾒をまとめられ
ている。バイオメタンの排出を検出および定量化する最新の⽅法とそれを軽減するためのベストプ
ラクティスについて詳しく説明している。このレポートでは、最近の取り組み状況と優れた事例に
基づいて、EU 再⽣可能エネルギー指令に準拠して、CHP ⽤バイオガスおよびバイオメタン経路の
温室効果ガス排出評価においてバイオメタン排出を考慮する⽅法論を定義している。 
出典: https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/e3d8fbaa-b5de-11ef-acb1-
01aa75ed71a1/language-en 
 
クリーンエネルギー技術観測所の EU における先進バイオ燃料 
CETO 2023 報告書の最新版であるこの報告書は、EU 内のバイオ燃料部⾨と先進バイオ燃料部⾨に
ついて、経済、環境、技術の側⾯に焦点を当てて詳細に調査したものである。EU に中⼼的な視点を
あてており、EU 加盟国が同部⾨で果たす役割を具体的に⽰している。この報告書は、温室効果ガス
の排出削減、エネルギー安全保障の強化という EU の戦略における先進バイオ燃料の多⾯的な役割
を理解するために不可⽋なものである。 
出典: https://op.europa.eu/en/publication-detail/-/publication/e3d8fbaa-b5de-11ef-acb1-
01aa75ed71a1/language-en 
 
地球の限界を考慮した持続可能な消費パターン 
 「地球の限界」という概念は、地球システムの限界を数値化したものである。このレポートでは、
世界的に転⽤可能で、地球の限界内にとどまる消費パターンとはどのようなものかという問題を取
り上げている。ドイツの消費レベルとも互換性がある。このレポートでは、ドイツの平均的な消費パ
ターンに基づいてこの問題を検討している。レポートでは、地球の限界内で可能な六つの典型的な
⼈々の消費パターンを開発し、概説している。 
ダウンロード: 
https://www.umweltbundesamt.de/sites/default/files/medien/11850/publikationen/165_2024_texte
.pdf 
 


